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歩数計では職員の健康は守れない！
ＣＨＯ殿！「未病」どころか職員の200名以上が過労死寸前！
「適正な人員配置」「内向きな仕事の見直し」などの総合的な過重労働対策が喫緊の課題
過重労働は過労死と隣り合わせ

厚生労働省は「過重労働による健康障害防止のための総合対策」の中で、「長時間にわたる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらす最も重要な要因と考えられ、さらには、脳・心臓疾患の発症との関連性が強いという医学的知見※が得られている。」としています。

また今年2月、「過労死等防止対策推進協議会」に総務省が提出した資料によれば、2009～2013年度における地方公務員の「脳・心臓疾患」による公務災害認定件数は70件（うち死亡39件）で、そのうち超勤時間数80時間以上が49件／70.0％（うち死亡25件／64.1％）でした。

まさに、長時間・過重労働は過労死と隣り合わせだということであり、このことは強く当局に自覚してもらいたいと思います。
県職員の過重労働の状況

　では、神奈川県職員の実態はどうでしょう。次表は、安全衛生委員会等の資料から作成したものです。

　当局資料ですから、超勤時間数は当局が正式に認めた（超勤手当を支払った）時間ですので、実態はこの数倍に上ると自治労県職労はみています。

　最低、毎年200名以上の職員が過労死水準の過重労働を強いられ、1,000名以上の職員が「脳・心臓疾患」やメンタルヘルス不全のリスクの高まる45時間以上の長時間労働下にあることがわかります。

　また、職員の現職死亡が後を絶ちません。自治労県職労は、現職死亡と過重労働との因果関係を明らかにするよう求めていますが、当局からは明確な回答はありません。

県職員の過重労働の実態？
	年度
	①

月100

時間超
	②

2～6か月の月平均80時間超
	③

45時間超100時間未満
	①

＋

②
	①

＋

②

＋

③
	現職

死亡

	2013
	17
	28
	1,227
	45
	1,272
	4

	2012
	134
	110
	1,528
	244
	1,772
	8

	2011
	145
	143
	1,619
	288
	1,907
	8

	2010
	131
	70
	―
	201
	―
	5

	2009
	215
	96
	―
	311
	―
	6


※現職死亡は、県人事委員会「統計報告」から作成

※超勤時間は、県安全衛生委員会資料から作成

※2013年度の超勤時間は、11月分までの数値

※「45時間超」の数値は、2011年度から集約
厚生労働省は、
　過重労働撲滅のため事業者に対して、
①事業主による意思決定と方針の表明

②衛生委員会の活用

③過重労働対策推進計画の策定

・推進体制の確立、・勤務状況の把握、

・時間外労働削減対策の策定、・年休の取得促進等

④各部門の連携

　・職場の管理・監督者、・衛生管理者、・産業医

・保健師、人事労務部門と産業保健部門の連携

⑤健康確保の徹底

　などを指導しています。

　しかし当局は、「方針の表明」どころか、正確な「勤務状況の把握」すら行おうとしません。

過重労働の撲滅に向けて
　自治労県職労は、2015春闘において当局に対して次の点を要求します。
○グループウエアを活用した「在庁時間」の把握。

○基本要求で確認した、実効ある労働時間短縮策の当局案の提示。

○長時間・過重労働職場への適正な人員配置。

○内向きな仕事の抜本的な改革。

○これらの総合的な過重労働対策を実行に移すために、組合との議論の場を設置する。

また、人事委員会に対しても、厚生労働省が今年1月から実施している「月100時間超の残業が行われている事業場等に対する監督指導の徹底」など、労働基準監督機能の発揮を求めていきます。

「健康管理最高責任者」と名乗るなら
「未病を治す」のも結構ですが、もう少し職員の厳しい勤務実態に目を向けていただき、「過労死を出さない」「メンタルヘルス不全にさせない」過重労働対策にも力を注いでいただきたいと思います。
※　現在の医学的知見によれば、長期間にわたる長時間労働やそれによる睡眠不足に由来する疲労の蓄積による健康への影響について、①発症前１か月間ないし６か月間にわたって、１か月当たりおおむね45時間を超える時間外労働が認められない場合は、業務と脳・心臓疾患の発症との関連性が弱いが、おおむね45時間を超えて時間外労働時間が長くなるほど、業務と発症との関連性が徐々に強まる、②発症前１か月間におおむね100時間又は発症前２か月間ないし６か月間にわたって、１か月当たりおおむね80時間を超える時間外労働が認められる場合は、業務と脳・心臓疾患の発症との関連性が強い、とされている（脳・心臓疾患の認定基準に関する専門検討会報告書（平成13年11月））

精神障害等の労災補償状況を見ると、請求件数、認定件数とも近年増加しており、そのうち未遂を含めた自殺の労災認定件数は年間40件に及んでいる。

これら精神障害による自殺の労災認定事案の分析結果をみると、平成14年度以前に労災認定された51件の事案のうち、27件において月100時間以上の時間外労働時間が認められ、長時間労働が心の健康にも大きく関与していることが考えられる。

また、企業における過重労働対策の効果に関する研究結果によれば、回答のあった176人の産業医等のうち長時間労働を行った者に対する面接等の結果、当該労働者を医療機関に紹介したことのある産業医等は全体の37.5％であり、そのうち59.1％の産業医等が労働者を抑うつ状態と診断して医療機関を紹介した経験があった。

ブラック県庁化に邁進する財政課なんていらない!
平成26年度も終わろうかという今、改めて今年度の財政課の予算編成作業を振り返れば、何だったんだ！と怒りの声やあきれたという声があちこちから聞こえてきます。
そもそも当初予算査定前から、時限点検だ、所要額だとその都度「査定」を繰り返し、局の枠配分事業もチマチマと削り、それにシーリングをかけるという非常識さには空いた口もふさがらない。
時間は無限にあるかの如くやたらと資料を要求し、原局を恫喝する。査定とはほど遠い作業を強要し、ムダな労力と時間を費やさせている。財政課には職員の労力もコストであるという意識が全くない。
こんな何のノウハウも知識もなく、自分たちが決めたルールさえ守ろうとしない輩がやっているかと思うと、いっそのこと財政課なんていらないと思う。
職員を浪費させ、モチベーションを限りなく低下させ、県庁をますますブラック化する財政課の罪は限りなく重い。
財政課は昔の約束を守ってください。時間外に査定しないでください。資料は最低限にしてください。局に枠配分した事業には口出ししないでください。そんなヒマあるなら本当に重要な事業の査定をもっとまともにやってください。
これは財政課の主任の皆さんに言っているのではありません。彼らも毎日家にも帰れず、テーブルの上に敷いた布団に寝かさせられたり、数多くのまるで虐待のような扱いを受けている被害者です。
もうこんなことはやめにしてください。こうした事態を招いている張本人はちゃんと責任を持って対処してください。できないなら県庁から出てってください。お願いします。
県公務労協・交運労協

春闘総決起集会

○日　時：３月１０日（火）１８時～

○会　場：反町公園（ＪＲ東神奈川駅前）

※　集会後、デモ行進を行います。
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